
新規事業採択時評価結果（平成１９年度新規着工準備箇所）                                   担当課：都市・地域整備局街路課 

担当課長名：松谷 春敏      
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延長  約２．０ｋｍ 

事業概要  

本事業は阪急京都線の洛西口駅付近を連続立体交差化し、踏切３箇所（自動車ボトルネック踏切２箇所）を

除却することにより、都市交通の円滑化と鉄道により分断された市街地の一体化を図るものである。 

事業の目的、必要性  

 阪急京都線洛西口駅付近においては、２本の４車線の幹線道路（都市計画道路久世北茶屋線、都市計画道路

山陰街道）を鉄道が分断しており、朝・夕のラッシュ時を中心に著しい交通渋滞を引き起こしている。またこ

れら２本の道路は、一般国道９号線と一般国道１７１号線を結び、京都北部から大阪方面への主要な経路とな

っている。 
本事業は連続立体交差化により都市交通の円滑化、地域分断の解消を図るとともに、併せて土地区画整理事

業や関連側道整備等を行い、良好な市街地の形成を図る。 
全体事業費 約２２３億円 踏切交通遮断量 約３７万台（人）時／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

向日市においても都市計画道路久世北茶屋線は交通量が多く，物集女
も ず め

踏切付近では渋滞が慢性化し，向日市

域の住宅地にも影響を及ぼしていることから，踏切による渋滞の解消が図れると共に踏切部の交通事故防止に

寄与するため、本事業促進を要望している。 

 
事業採択の前提条件  

費用対便益：便益が費用を上回っている。 

 地元の要望が強く、円滑な事業執行の環境が整っている。 

事業評価結果 
 

総費用 172億円  総便益 336億円 基準年 

Ｂ／Ｃ ２．０ 
事業費： 172億円 

維持管理費： 0.12億円 

移動時間短縮便益： 285億円 

走行費用減少便益： 49億円 

交通事故減少便益： 2.4億円 

平成１８年 

交通量変動 B/C= 2.17 （交通量   +10％） B/C= 1.74 （交通量   -10％） 

事業費変動 B/C= 1.76 （事業費   +10％） B/C= 2.21 （事業費   -10％） 
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感度分析の結果 
事業期間変動 B/C= 1.86 （事業期間  +2 年間） B/C= 2.04 （事業期間 -2 年間） 

評価項目 評価 根拠 

踏切渋滞の解消が図られる。 

渋滞対策 ◎ 

【渋滞損失時間の改善】 約８万人時／年⇒解消（久世北茶屋線） 

                        約３万人時／年⇒解消（山陰街道） 

【1kmあたり渋滞損失時間】約6万人時間／年／ｋｍ（久世北茶屋線） 

約1万人時間／年／ｋｍ（山陰街道） 

【最大渋滞長】物集女踏切：約４００ｍ 

       川岡下三番踏切：約５００ｍ 

【踏切交通遮断量（車両）】物集女踏切：約１７万台時／日（全国１４番目） 

 

踏切事故の解消が図られる。 

事故対策 ○ 
【踏切事故件数】 

川岡下三番踏切：６件（平成１４年～平成１５年） 

  物集女踏切： １７件（平成１４年～平成１５年） 

  平成１６年度全国平均：約０．０１件／箇所 
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歩行空間 ◎ 踏切除却と関連側道整備により，当該地区の歩行者・自転車交通の円滑化、安全性や快適性の向上
が期待できる。 

住民生活 ○
鉄道高架化と関連側道整備等により，駅利用の利便性向上や歩行者や自転車等の駅南北間の移動円

滑化が期待できる。 

地域経済 ○ 鉄道高架化と周辺の都市基盤整備により、地域経済の活性化が期待できる。 

災 害 ○ 緊急輸送道路の位置づけがある路線の整備が図られる。 

環 境 ○ 踏切渋滞の解消により、ＣＯ２排出量の削減が図られる。 
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地域社会 ◎ 鉄道高架化と周辺の都市基盤の整備により、地域分断の解消、良好な市街地形成が期待できる。

事業実施環境 ○
地元自治会から阪急京都線を早期に高架化し，踏切除却による交通渋滞の解消を求める要望があ

る。 

 

採択の理由 
 費用便益比が２．０と便益が費用を上回っており、着工準備採択の前提条件が確認できる。 

 また、４車線の幹線道路を遮断する２箇所の自動車ボトルネック踏切を含む３箇所の踏切を除却することによ

り、交通渋滞や踏切事故の解消等が図られ、事業の必要性・効果は高いと判断される。 

 以上より，本事業を採択した。  

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


